


小
谷
芳
正

み
な
べ
町
長

　
新
年
明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、す
こ
や
か
に
希
望

と
期
待
を
持
っ
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
10
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
選

挙
に
よ
っ
て
、新
し
い
14
名
の
議
員
が
選

ば
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、計
ら
ず
も
議

員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、議
長
と
い
う
重

責
あ
る
席
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

浅
学
で
頑
固
な
私
で
あ
り
ま
す
が
、

「
チ
ー
ム
議
会
」と
し
、「
和
」を
持
っ
て
、

誠
心
誠
意
、全
力
で
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
最
近
、地
方
創
生
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
取
り
組
み
は
、な
か
な
か

簡
単
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
先
進
地
と
し
て
成
功
し
た
事
例
を
あ

げ
ま
す
と
、島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
の

山
内
町
長
さ
ん
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
で
町
職
員
や
町
民
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
再
生
に
取
り
組
み
、成
功
例
と
し

て
注
目
を
集
め
る
ま
で
に
な
っ
た
よ
う

で
、役
場
は「
住
民
サ
ー
ビ
ス
総
合
株
式

会
社
」と
位
置
付
け
て
、職
員
の
意
識
改

革
に
着
手
し
た
う
え
で「
地
域
経
営
も

企
業
経
営
も
同
じ
」と
の
考
え
か
ら
、行

財
政
改
革
を
強
力
に
進
め
、攻
め
の
戦
略

と
し
て
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な

産
業
の
創
出
を
進
め
た
と
新
聞
発
表
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
我
町
で
も
地
場
産
業
を
新
た
な
考
え

の
も
と
で
考
え
直
し
て
い
く
時
代
が
来

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
って
町
民
の
暮
ら
し
を
安
定
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
共
議
員
全
員
が
、住
民
の
立
場
に

立
っ
て
議
会
に
お
け
る
議
会
活
動
は
勿

論
の
こ
と
執
行
機
関
に
対
す
る
監
視
、提

言
な
ど
、新
し
い
感
覚
で
の
議
会
の
果
た

す
役
割
の
重
要
さ
を
認
識
し
、努
力
し

な
が
ら
務
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
共
、議
会
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、健
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、町
政
各
般
に
わ
た
り
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
の
み
な
べ
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
は
、町
民
の
皆
様
方
の
力
強
い

ご
支
援
を
賜
り
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
合
併
後
の
長
期
総
合

計
画
の
最
終
年
と
し
て
、各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、本
年
よ
り

次
の
十
年
に
向
け
て
第
２
次
長
期
総
合

計
画
を
策
定
し
、実
施
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
防
災・減
災
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
覚
悟
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、家
族・近
隣・地
域

の
皆
様
と
避
難
訓
練
等
を
行
い
、非
常

時
に
備
え
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
ま
、国
に
お
き
ま
し
て
は
地
方
創
生

が
進
め
ら
れ
、本
格
的
な
段
階
に
入
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。地
方
創
生
と
は
地
方

が
特
色
あ
る
取
り
組
み
で
、活
気
を
見

出
す
こ
と
で
あ
り
、一
言
で
表
す
な
ら
各

自
の
平
均
所
得
を
上
げ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、み
な
べ
町
で
は
現
在
、世
界
農

業
遺
産
認
定
活
用
推
進
事
業
を
始
め
、

み
な
べ
の
梅
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
推
進
事
業
や

備
長
炭
保
全
と
森
林
資
源
活
用
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、外
貨
獲
得
に
向
け
、

農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
よ
る
所
得

安
定
を
確
保
す
る
こ
と
で
、に
ぎ
や
か
な

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
町

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
も
、み
な
べ
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

竹
本
栄
次

み
な
べ
町
議
会
議
長

新
し
い
議
会
活
動
の
取
り
組
み

第
２
次
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
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旭日双光章

河本　武様
か わ も と　　　たけし

や ま も と　　　 　　しげる ふ じ か わ た だ お

つ じもとえ い い ち お お ま え ひ ろ か ず

秋 の 叙 勲

おめでとうございます

　紀州みなべ梅干協同組合や
和歌山県漬物組合連合会の理
事長などを務められ、梅干の需要
拡大と紀州産梅干のブランド確
立に貢献されました。

旭日双光章

辻本惠一様
　南紀食品衛生協会会長や一
般社団法人和歌山県食品衛生
協会副会長などを務められ、協
会の発展と食品衛生の向上に尽
力されました。

瑞宝双光章

大前浩一様
　平成８年から人権擁護委員と
して活動され、現在は田辺人権
擁護委員協議会会長として法務
局と連携し、人権擁護のため積
極的に活動されています。

山本　　　様

農林水産業賞

　梅と柑橘の複合経営に取り組
み、地域でいち早くスプリンクラー
防除による省力化に取り組むとと
もに、地域のリーダーとして山間
地域での農地造成に尽力されま
した。

　川忠男様
　町内の農業関連５団体で構成
する「みなべアグリ５」の初代代
表として地域の耕作放棄地で米
づくりに取り組み、収穫した米を学
校給食に提供するなど地域活動
に貢献されました。
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庄司　方昭

東吉田

し ょう じ  　 ま さ あ き

新任

切本　誠一

気佐藤

き り も と 　  せ い い ち

新任

前田　米茂

新庄

ま え だ 　  よ ね し げ

再任

山﨑　憲治

千鹿浦

や ま さ き  　 け ん じ

新任

矢倉　依子

芝

や ぐ ら   　 よ り こ

再任

児玉　多惠子

芝崎

こ だ ま 　   た え こ

再任

川口　武

芝崎

か わ ぐ ち  　 たけし

再任

野田　光子

芝崎

の  だ  　 み つ こ

再任

糸川　寛

新町

い と か わ 　   ひろし

再任

望月　和夫

北道

もちづき  　 か ず お

再任

井川　良美

北道

い か わ 　   よ し み

再任

坂本　順一

南道

さ か も と 　   じゅんいち

新任

新﨑　康一

埴田

し ん ざ き  　 こ う い ち

再任

坂本　敦

埴田

さ か も と  　 あつし

再任

中田　洋子

埴田

な か た   　 よ う こ

新任

中川　伸子

片町

な か が わ  　 し ん こ

再任

小谷　繁

堺

こ た に 　 しげ る

新任

出口　常次

堺

で ぐ ち 　   つ ね じ

再任

　民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣から
委嘱された非常勤の地方公務員です。また、民生委員は
児童福祉法に定める児童委員を兼ねています。
　活動としては、それぞれが担当する区域において、住民
の生活上のさまざまな相談に応じ、必要な支援が受けられ
るよう行政や専門機関との「つなぎ役」をしてくれています。

民生委員児童委員とは
　民生委員児童委員の中から厚生労働大臣により「主
任児童委員」に指名されています。
　担当区域を持たず、児童に関することを専門的に担当
します。
　民生委員児童委員と連携しながら子育ての支援や児
童健全育成活動などに取り組んでいます。

主任児童委員とは

民生委員児童委員・主任児童委員です
私たちは町の

　新しい民生委員児童委員45人（うち主任児童委員3人）が決まりました。
　任期は平成28年12月1日～平成31年11月30日までの3年です。

担当地区と氏名
　　 【敬称略】
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吉水　美津代

町内全域

よ し み ず 　  み つ よ

再任

　野　順子

町内全域

に し の 　  じ ゅ ん こ

再任

矢田　巳佐子

町内全域

や  た 　   み さ こ

再任

中瀨　早子

清川

な か せ 　  は や こ

再任

平山　香

清川

ひ ら や ま  　 かおる

再任

宮本　和子

清川

み や も と 　  か ず こ

再任

久保　眞澄

清川

く  ぼ  　 ま す み

再任

宮本　崇

土井、
市井川

み や も と 　  たかし

再任

植村　紀美子

広野、
島之瀬

う え む ら  　 き み こ

再任

舩山　なつ子

東神野川

ふ な や ま    な つ こ

再任

大野　　彦

西本庄

お お の 　 　 や す ひこ

再任

後　伸夫

滝

うしろ  　 の ぶ お

新任

中家　長久

熊瀬川

な か い え  　 た け ひ さ

再任

石橋　幸代

高野

い し ばし 　  さ ち よ

新任

田端　祐美子

晩稲

た ば た 　   ゆ み こ

新任

榎本　町代

晩稲

え の も と  　 ま ち よ

新任

林　眞奈美

東本庄

はやし 　  ま な み

再任

中野　智惠子

西本庄

な か の   　 ち え こ

再任

山田　忠美

東本庄

や ま だ 　   た だ み

再任

榎本　キヌヱ

谷口

え の もと 　 　 き ぬ え

再任

小山　和子

筋

こ や ま 　 　 か ず こ

再任

森　伸高

徳蔵

も り 　  の ぶ た か

新任

中原　強

熊岡

な か は ら 　  つよし

再任

東　サトミ

山内

あづま  　 さ と み

新任

鈴木　寛一

東岩代

す ず き 　  か ん い ち

再任

大﨑　智美

東岩代

お お さ き 　  と も み

再任

榎本　尚子

西岩代

え の も と 　  た か こ

新任

主 任 児 童 委 員

くわしくは、住民福祉課へ。
℡７２－２１６１

生活や子育ての悩みなど、
なんでもご相談ください。
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み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第　
回
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グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ〔
参
加
者
28
名
〕

●
男
子
の
部

１
位
　
岡
昌
美

２
位
　
室
井
球
男

３
位
　
西
端
成
治

●
女
子
の
部
　

１
位
　
古
川
幸
子

２
位
　
新
川
玲
子

３
位
　
泰
地
比
佐
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン〔
参
加
者
54
名
〕

優
勝
　
砂
野
猛
・
遠
藤
寿
美

準
優
勝 
岡
本
和
浩
・
竹
本
裕
子

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス〔
参
加
者
88
名
〕

●
一
般
Ａ
級
の
部

１
位
　
尾
﨑
聡
・
栗
山
大
介

２
位
　
花
村
敬
史
・
西
山
友
章

３
位
　
寒
川
洋
・
寒
川
祐

●
一
般
Ｂ
級
の
部

１
位
　
上
田
麻
央
・
林
悠
季

２
位
　
望
月
智
子
・
岡
田
裕
子

３
位
　
中
瀬
琴
乃
・
森
本
す
ず

●
中
学
生
男
子
の
部
　

１
位
　
南
部
慶
道
・
平
松
大
和

２
位
　
山
本
遥
也
・
岡
本
凜
太
朗

３
位
　
坂
本
輝
星
・
鈴
木
悠
斗

●
中
学
生
女
子
の
部
　

１
位
　
山
下
風
音
・
寺
本
雅

２
位
　
久
保
陽
菜
・
鎌
塚
果
歩

３
位
　
久
保
田
愛
加
・
築
山
菜
花

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル〔
参
加
者
50
名
〕

優
勝
　
梅
里

　
永
井
三
佐
男
・
安
井
一雄
・
久
保

昇
太
郎
・
岡
田
政
吉
・
安
井
賢
一郎

準
優
勝
　
高
城

　
下
村
勤
・
森
村
絹
代
・
中
平
喜

美
子
・
谷
口
治
・
畑
谷
昇

　

 

フ
ッ
ト
サ
ル〔
参
加
者
30
名
〕

優
勝
　
ミ
ナ
ベ
化
工
Ａ

　
楠
本
遼
一
、増
屋
忍
、湯
川
琴

太
、堀
和
真
、西
村
陸

準
優
勝
　
ミ
ナ
ベ
化
工
Ｂ

　
有
本
貴
志
・
野
久
保
慎
司
・
山

之
内
雄
基
・
梁
瀬
有
紀
・
石
丸
全

 

卓
球〔
参
加
者
27
名
〕

●
男
子
の
部

１
位
　
芝
洋

２
位
　
前
田
和
志

３
位
　
武
田
詠
治

●
女
子
の
部

１
位
　
中
村
佳
朱
美

２
位
　
中
村
彩
夏

３
位
　
向
井
幸
子

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル〔
参
加
者
69
名
〕

優
勝
　
ミ
ナ
ベ
化
工

　
中
松
祥
典
、濱
本
進
平
・
大
澤

悟
・
岡
本
文
男
・
湯
川
敦
史
・
堀

和
真
・
左
巴
雄
士
・
小
倉
悠
介
・

池
端
孝
之
・
岩
本
拓
真
・
樫
本

竜
・
原
聖
人
・
森
　
大

準
優
勝
　
Ｙ
Ｓ
Ｐ

　
山
本
宗
一
郎
・
中
井
貴
章
・
久

保
隆
治
・
井
出
永
・
山
本
秀
平
・

平
野
智
也
・
有
本
好
則
・
柏
木
研

哉
・
橋
本
悠
希
・
羽
柿
友
祐
・
堀

剛
志
・
中
早
洋
行
・
向
井
美
雄

 

壮
年
野
球〔
参
加
者
１
６
８
名
〕

優
勝
　
東
吉
田
チ
ー
ム

　
森
健
一・
三
木
秀
夫
・
西
端
俊

彦
・
楠
本
修
三
・
阪
口
史
彦
・
井

上
喜
一
朗
・
松
本
弘
平
・
谷
雅
敏
・

太
田
尚
武
・
西
原
邦
男
・
中
家
章

一・
丸
山
満
男
・
平
順
次
・
三
尾
昌

司
・
湯
川
元
・
畑
垣
茂
宣

準
優
勝
　
寺
谷
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
寺
谷
渉
・
谷
口
育
雄
・
谷
前

尚
・
西
野
武
夫
・
長
瀧
真
司
・
高

野
勉
・
西
村
毅
・
坂
本
忠
裕
・
藤

六
保
・
田
中
守
・
大
木
克
也
・
箱

木
英
樹
・
久
保
敏
昭
・
平
喜
之
・

山
本
正
・
芝
康
則
・
谷
口
勝
良
・

山
本
茂
芳
・
小
田
修
・
串
野
正

和
・
長
瀬
真
次
・
山
﨑
真
一・
硲
伸

之
・
龍
神
徹
・
北
谷
俊
明
・
田
中

則
男
・
久
保
喜
隆

　
11
月
17
日（
壮
年
野
球
の
み
17

日
と
12
月
４
日
の
２
日
間
）、に
第

11
回
み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
町
体
育
協
会
主
催
）が
、町
内

各
運
動
広
場
や
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
種
目
の
競
技
に
約
５
１
０
名

が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
各
種
目
で
入
賞
さ
れ
た
み
な

さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第　
回

　

10
　
12
月
３
日
、み
な
べ
町
体
育
協
会
主

催
の
第
10
回
町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
、小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
２
６
５

人
が
参
加
し
、保
護
者
な
ど
が
見
守
る

中
、力
いっ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
３
位
ま
で
は
、次
の
皆
さ
ん

で
す
。〔
敬
称
略
〕

小
学
生
１・２
年
女
子（
１
㎞
）

　
①
杉
本
日
菜
乃（
岩
代
２
年
）

　
　
　
　 

タ
イ
ム
　
４
分
04
秒

　
②
築
山
奈
那
世（
南
部
２
年
）

　
③
中
本
結
菜 

（
上
南
部
２
年
）　
　

　
小
学
生
１・２
年
男
子（
１
㎞
）

　
①
中
西
大
空（
岩
代
２
年
）

　
　
　
　 

タ
イ
ム
　
４
分
00
秒
　

　
②
森
下
　
誠（
南
部
２
年
）

　
③
山
本
颯
太
郎（
同
２
年
）

小
学
生
３・４
年
女
子（
１
㎞
）

　
①
森
川
り
な（
岩
代
４
年
）

　
　
　
　 

タ
イ
ム
　
３
分
56
秒

　
②
松
場
碧
海（
上
南
部
３
年
）

　
③
越
本
一葉（
同
４
年
）

小
学
生
３・４
年
男
子（
１
㎞
）

　
①
永
井
連
太
郎（
上
南
部
３
年
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
３
分
31
秒

　
②
山
下
侑
志
　（
同
４
年
）

　
③
森
本
梗
太
郎（
同
４
年
）

小
学
生
５
年
女
子（
１・５
㎞
）

　
①
橋
本
日
菜
子（
高
城
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
６
分
01
秒

　
②
野
中
葉
月
　（
上
南
部
）

　
③
岡
﨑
世
依
　（
同
）

小
学
生
５
年
男
子（
１・５
㎞
）

  

①
石
大
晴
稀
　（
岩
代
）

        

　
タ
イ
ム   

６
分
49
秒

  

②
大
江
誉
尋
　（
同
）

  

③
松
井
夏
輝  （
高
城
）

小
学
生
６
年
女
子（
１・５
㎞
）

　
①
早
田
衣
吹
　（
清
川
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
５
分
55
秒

　
②
森
川
ほ
の
か（
岩
代
）

　
③
築
山
実
波
　（
南
部
）

小
学
生
６
年
男
子（
１・５
㎞
）

　
①
清
水
快
音 （
上
南
部
）

　
　
　
　
タ
イ
ム  

５
分
20
秒

　
②
山
本
陽
介 

（
岩
代
）

　
③
上
田
海
輝 

（
南
部
）

中
学
生
女
子（
２
㎞
）

　
①
中
本
ひ
ら
り（
南
部
２
年
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
７
分
49
秒

　
②
尾
﨑
美
友  （
同
３
年
）

　
③
石
大
怜
奈  （
同
３
年
）

中
学
生
男
子（
３
㎞
）

　
①
坂
内
佑
磨（
高
城
２
年
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
10
分
56
秒

　
②
清
水
友
登（
上
南
部
３
年
）

　
③
久
保
佳
紀（
高
城
２
年
）

一 

般
女
子（
２
㎞
）

　
①
田
中
沙
織
　
タ
イ
ム
　
10
分
00
秒

　
②
山
川
智
代

　
③
山
川
真
子 

一 

般
男
子（
３
㎞
）

　
①
林 

優
　
タ
イ
ム
　
９
分
54
秒

　
②
田
中
信
弘

　
③
片
山
清
範

　
日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
募
集

を
行
っ
た
、平
成
28
年
度「
税
に
関
す
る
中
学
生

の
標
語
」で
、次
の
皆
さ
ん
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。〔
敬
称
略
〕

　納
税
は
　
み
ん
な
参
加
の
　
国
づ
く
り

橋
本
唯
名（
高
城
中
３
年
）

税
に
は
ね
　
笑
顔
に
で
き
る
　
力
が
あ
る

堺
目
愛
和（
上
南
部
中
１
年
）

考
え
よ
う
　
税
金
の
こ
と
　
未
来
の
こ
と

勇
惣
愛
実（
上
南
部
中
３
年
）

　【
南
部
中
】３
年
　
橋
本
大
翔
、松
崎
綾
景
、三

尾
健
太
郎
、宮
田
采
奈
　
２
年
　
門
内
飛
羽
、

坂
本
夏
美
　
１
年
　
池
田
隼
人
、大
山
葵
、圡

井
莉
央
、宮
田
茉
実
　

【
上
南
部
中
】３
年
　
栗
山
和
也
、山
川
展
史
　

２
年
　
越
本
聡
太
　
１
年
　
桂
志
歩
、久
保
咲

華
、辻
本
直
也 

【
高
城
中
】３
年
　
土
井
華
奈
人
、大
垣
内
智
之

　
２
年
　
樫
本
晴
人
、越
本
里
梨
香
　

平
成
28
年
度
　
日
高
地
方

「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」

佳
　
作

優
秀
賞



西岩代の獅子舞が最優秀賞を受賞

NEWS

　11月14日、全国ウメ生産者女性サミット実
行委員会が梅料理に親しんでもらおうと日本
体育大学助教田中理恵先生をお迎えし、梅
料理夕食交流会を開催しました。
　田中先生は「作ってくれた梅料理はとても
おいしいし、みなべ町の女性は輝いている」
と話してくれました。

愛之園保育所が勤労感謝の日の訪問

田中理恵先生と全国ウメ生産者女性サミット実行委員との交流

　11月22日に愛之園保育園の年長児14名が勤労感謝の日の訪問で
役場に来てくれました。
　子どもたちは、「いつもお仕事ありがとうございます。どうぞ受け取って
ください」と職員に手作りのクリスマスツリーをプレゼントしてくれました。
　クリスマスツリーは、役場の窓口に設置させていただきました。

　　第６５回全国青年大会（日本青年団協議会、日本青年館、東京都主催）の
「郷土芸能の部」で和歌山県代表の「西岩代の獅子舞」が最優秀賞と特別賞を
受賞されました。
　西岩代伝統芸能保存会の皆さんは、「ここ数年、特に力を入れて活動してきて、
このような賞をいただけてうれしい」と話してくれました。また、みなべ町や地場産業
もＰＲしてくれたそうです。
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新庄の森トミヱさん 100歳おめでとうございます 

　11月19日、副町長が１００歳を迎えられる森さん宅を訪
問し、「祝百歳」の賞状と記念品、花束を贈り長寿をお祝
いしました。
　森さんに長寿の秘訣をお尋ねすると「毎日3食好き嫌い
なく、食べること。」と答えてくれました。また、梅干しが好き
で、毎日欠かさず食べているとのことでした。
　益々のご長寿を祈念します。

津波発生時における一時避難施設としての使用に関する協定

　12月13日、みなべ町役場でミナベ化工株式会社様と気
佐藤区自主防災会、新庄区自主防災会、みなべ町との
間で「津波発生時における一時避難施設としての使用に
関する協定」を締結しました。
　津波発生時には、気佐藤地区及び新庄地区の皆さん
の一時避難場所としてミナベ化工様の新社屋を使用させ
ていただくもので、地域住民の安全、安心につながります。
　新社屋に設置された外階段で、津波から安全な屋上
に上ることができ、約350名が避難できます。

清川小学校で人権教室を開催

　人権擁護委員のみなさんが清川小学校を訪問し、
１・２年生を対象に紙芝居を使った人権教室を開催しまし
た。
　人権教室とは、他人を思いやる心や命を大切にする心
を育てることを目的とした活動です。子どもたちは熱心に
委員さんの紙芝居を聞いていました。最後に人権イメー
ジキャラクターの人KENまもる君・あゆみちゃんが登場す
るとみんな握手をしたりして楽しんでいました。
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田辺市高雄一丁目23-1・田辺市民総合センター内
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

　対象の方には、予診票を送付しています。
　インフルエンザ予防接種を町の補助を受けて接種で
きるのは、平成29年１月31日までです。接種を希望される
方は、お早めに。

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

トレーニング教室

18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽し  
　　　　　　 い体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。

場所：はあと館（社会福祉センター）

節分まつり
◆南部保育所　  （℡72-4520）  
◆上南部こども園（℡74-3022）  
◆高城保育所　 （℡75-2044）  
◆清川保育所　 （℡76-2251）  

◆愛之園保育園（℡72-2371）
　お外で遊ぼう
　保育園ってどんなとこ？
◆高城保育所　（℡75-2044）
　外で自由遊び
　お店やさんごっこ
◆清川保育所　（℡76-2251）
　お店やさんごっこ

12日（木） ９：45～10：30
18日（水） ９：45～10：30

12日（木）10：00～11：00
27日（金）10：00～11：00

20日（金）10：00～11：00

年末年始（12月30日～1月3日）
もし、急病になったら・・・・

田辺広域休日
急患診療所へ
田辺広域休日
急患診療所へ

インフルエンザ・成人用肺炎球菌の
予防接種はおすみですか？
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

日　時
場　所
対　象
内　容

１月２6日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
マタニティのお母さん同士の仲間づくりの場です。

：
：
：
：

マタニティー＆ベビーサロン

１月３日（火）
（南部ライオンズクラブ・町共催）
9：30～12：00／13：00～16：00
バリューハウス南部店様駐車場前
２月３日（金）
  9：00～10：30　みなべ町役場
12：00～13：30　東農園様前
14：30～16：30　紀州南部ロイヤルホテル様

　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人であること
を証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

インフルエンザの対象者
　昭和26年10月１日以前に生まれた方

成人用肺炎球菌の対象者
　今年度65・70・75・80・85・90・95・100歳になる方

３日（金）10：00～11：00　

乳幼児健診　（場所　ふれ愛センター）
受付時間１２：４５～１３：１５

４・10か月児健診
（平成28年9月・3月生まれ） 1月13日（金）

健　診　名 実　施　日

2歳６か月児健診
（平成26年7月1日～8月14日生まれ）

3歳６か月児健診
（平成25年6月・7月生まれ）

1月18日（水）

1月11日（水）

℡26－4909
１月６日・13日・20日・27日の金曜日








